火災・災害の取り組みのご紹介
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今年度は、次に示す５つの事柄について発表する。
1 排水管の逆流事故の紹介
消毒剤の紹介（次亜塩素酸Na+塩化ベルザルコウムなど）
2 収れん火災の危険性について
ペットボトルによる収れん火災の危険性の紹介
3 大阪大学に対する消防署の立ち入り検査結果について
電気室（変電室）内の棚設置対する消防署から指摘を受けた内容について紹介する。
4 避難器具を使った避難について（火災から命を守る避難　7つの指針）
情報科学研究科では、避難器具として緩降機（オートエース）が設置されているが、これまでに避難器具の取扱い講習会が行われていない状況から緩降機製造会社から緩降機使用方法の動画使用許可を頂いて動画を視聴する形での講習会を実施した内容について紹介する。
5 車椅子使用状態での火災・災害時の避難を考えるについて
◎災害時には、地震発生後に津波の浸水想定高さより高い所(建屋内の高層階、高台など)に垂直避難する必要がある。しかし、支援者（共助）や消防士など（公助）の公的支援者がなければ階段を上がる事は困難です。◎また、車椅子使用者の避難については、車椅子の重さ（アルミ製10kg前後、スチール製20kg前後、電動製40kg前後）となり体重が60kgと仮定した場合、電動車椅子の場合は合計で約100kgとなります。車椅子に乗った状態での避難は極めて難しいと言える。折り畳み式電動階段昇降機等の運搬用具の検討が必要。
〇火災時での避難方法では、迅速に地上階へ避難出来るのかで生死を分ける重要なポイントされている。ここで言う地上階とは建物の構造によって異なり、1階の場合も有れば2階や地下1階の場合もあります。避難時には、どの階段が地上階につながっているのか事前に確認しておくことが大切です。
〇火災発生時：車椅子に乗った状態での避難方法としては、出来るだけ出火場所から離れた部屋に移動し、一時避難所として利用する。その際、扉の隙間を目張して煙の進入を防ぎ、窓を開け新鮮な空気を取り込みながら119番通報(緊急連絡網)を行う。
〇もう一つの方法として、面積区画や竪穴区画に移動し、随時閉鎖式防火戸及び常時閉鎖式防火戸等を閉め煙や火の拡散を抑えつつ、119番通報(緊急連絡網)を行う。支援者が一緒にいる場合には、避難器具(布担架)等を使用するか、避難器具が無い場合には、2人で担いで避難する方法もあります。火災時と災害時(上昇・降下)にも共通して使える運搬器具（折り畳み式電動階段昇降機等）を選定が望まれる。
